
 

（第２号様式）   
令和３年４月  日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜明朋高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①自己肯定感を
高める学習活動
と教科等横断的
な視点に立った
資質・能力の育
成を実現するた
めの教育課程編
成に取り組む。 
 
 
②「わかった・
できた・つなが
った」を生徒が
実 感 で き る 評
価・授業の在り
方の再整備を進
める。 

①主体的・対話
的で深い学びの
視点から、学び
に向かう力の育
成につながる授
業を実現すべく
検討し、共有す
る。 
 
 
②学校目標で掲
げられている資
質・能力につい
て学校全体での
実践を進める。 
 
 
・ＩＣＴを活用
した授業実践に
ついて共有を図
る。 
 
 
③新たな教育課
程の編成と実践
に向けた取組み
を行う。 

①学びに向かう
力・姿勢の見取り
方について各教科
内で共有するとと
もに授業研究会を
実施し、全体会で
発表する。 
 
 
 
②自己肯定感の向
上や学びに向かう
力等の具体的な要
素とそれらを見取
る手立てへの理解
を深め、各教科で
実践していく。 
 
・ＩＣＴ器機の活
用事例について研
修会等を通して研
究・実践する。 
 
③新学習指導要領 
へ対応すべく、学
校設定科目の設置
に向けた検討を行
う。 

①学びに向かう
力・姿勢の育成
と見取り方につ
いて教員の理解
が深まったか。 
 
・学習に向かう
ことができない
生徒への指導・
支援の方策を共
有し、評価につ
なげられたか。 
 
②学校目標で掲
げられている資
質・能力につな
がる視点を持っ
た授業を共有で
きたか。 
 
・ＩＣＴ器機の
活用によりすべ
ての教員がＩＣ
Ｔを活用した授
業を行ったか。 
 
③新学習指導要
領に対応した新
たな教育課程の
編 成 が で き た
か。 

①授業見学の期間
を設け、自教科・
他教科の実践を見
ながら学びに向か
う姿勢等の見取り
方について共有す
ることができた。 
 
②自己肯定感や学
びに向かう力等を
見取る手立てにつ
いて、ＩＣＴ器機
の研修・実践によ
り効果的な手法を
共有することがで
きた。 
 
 
 
 
 
 
 
③移行期における
学校設定科目の方
向性を示し、新学
習指導要領に対応
した科目の編成が
できた。 

①学びに向かう姿
勢等をどのように
評価に反映させて
いくか、という点
について、研修等
を通してさらなる
理解を深める。 
 
②資質・能力の育
成につながる授業
づくりについての
視点が不十分だっ
た。 
 
・ＩＣＴ器機を活
用した授業の振り
返りをすべての教
員が実践すること
ができた。 
 
 
 
 
③学校設定科目の
運用方法や評価方
法について、学校
全体としての方針
を共有する。 

○ 学びに向かう姿勢等
の見取り、評価は難しい
問題だが、高校に先んじ
て新学習指導要領が実施
されている中学校など
と、校種を超えて連携し
ていかれるとよいと思
う。 
○ 学び直しのための学
校設定科目については、
学校の努力が感じられ
る。 

  

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒の規範意
識を定着させ、
社会の一員とし
ての自覚と自己
有用感を涵養す
る。 
 
②「かかわる・
寄り添う・見守
る」教育支援体
制により、生徒
が自己の課題に
気づき、その解
決に向けて行動
（相談）する力
を育む。 
 
③学校行事や部
活 動 等 を 通 し
て、生徒の社会
性を育み、豊か
な人間関係を構
築 す る 力 を 育
む。 

①規則やルール
を守ることの重
要性を伝え、自
ら正しい行動選
択ができる力を
育てる。 
 
 
②生徒が自己の
課題に気づき、
問題解決のため
の適切な行動選
択ができるよう
支援する。 
 
 
 
 
③生徒主体の学
校行事が行える
よう環境を整え
リーダーを育て
る。 
 
 
 
 
 

①生徒の状況やニ
ーズに応じた集会
や講演会を実施す
る。 

 
 
 
 
②相談しやすい体
制を整え、生徒に
周知するととも
に、情報共有を充
実させる。 
 
 
 
 
 
③行事の運営にあ
たり生徒の自主的
な活動を促し、教
職員が効果的な方
法で連携を図る。 
 
 
 
 
 

① 問 題 行 動 を
20％減少できた
か。 

 
 
 
 
 
②課題のある生
徒・保護者から
の相談割合が高
まったか。 
 
・不登校生徒が
10％程度減少で
きたか。 
 
 
③生徒会執行部
やフロンティア
チームが協力し
主体的に行事等
に携わることが
できたか。 
 
 
 
 

①講演会の大半を
オンラインを利用
しての学習として
実施した。問題行
動件数は 33％減少
した。 
 
 
 
②生徒、保護者か
らの相談件数は
30％増加した。 
・不登校生徒への
組織的対応を行っ
た。 
 
 
 
③学校行事の縮小
はあったものの、
生徒会執行部や委
員会が運営に係り
主体的に活動する
ことができた。授
業と連携し、校歌
を手話に変えるな
ど新しい試みも実
現できた。 

①在籍している生
徒が年々変容して
おり、問題行動の
内容にも変化があ
る。それに対応し
た講演会の実施を
検討する必要があ
る。 
 
②生徒が自らの課
題に気づくため
に、全生徒に向け
た対応を検討する
必要がある。 
 
 
 
 
③さまざまな状況
の生徒がおり、そ
こへの働きかけが
大切となる。居場
所作りや交流の場
を模索し、多くの
生徒の参加を促し
ていく必要があ
る。 
 

○ 問題行動への取り組
みが成果をあげているこ
とが、数字となってはっ
きり表れている。33％減
は大きい。 
○ 相談件数の増加は、
悩みの多さの表れとも言
えようが、それだけ生
徒・保護者が学校を信頼
してくれていることでも
あろう。 
○ 在県外国人等特別募
集枠が設けられたが、多
様な環境にある生徒に学
ぶ機会を提供すること
も、定時制の役割の一つ
だと思う。 
○ １年次の生徒の部活
動加入率が高いことは好
ましい。今後も活動を維
持してほしい。 
○ 学校には生徒の居場
所、交流の場としての役
割も期待されている。 

  



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

④部活動やボラ
ンティア活動を
積極的に行う生
徒を増やせるよ
う広報活動を推
進する。 
 

④活動環境に合わ
せた内容を模索
し、充実した活動
が持続できるよう
支援する。 
 

④入部率が 25％
程度に増やすこ
とができたか。 
 
 

④部活動入部率
24％、昨年とほぼ
同じであった。制
約の多い中で、四
つの運動部が全国
大会に出場、「か
ながわ部活スポー
ツ賞」を受賞し
た。文化部も総合
文化祭で「教育長
賞」を受賞するな
どよく活躍した。 
 

④１年次の加入率
は 34％であり、次
年度への定着が図
れるよう指導して
いきたい。体育館
改修を踏まえ外部
施設の利用や教職
員のかかわり方に
ついて検討してい
く必要がある。 

３ 進路指導・支援 

〇社会生活実践
力を育成し、主
体的に進路設計
ができる力を身
につけさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒が主体的
に将来を考え、
個々の能力、関
心、適性に応じ
た進路実現を支
援する取り組み
を進める。 
 
②社会へつなが
る生徒を増やす
ためにキャリア
教育実践プログ
ラムの見直しを
行う。 

①外部の機関等も
活用することで、
他者理解を深め、
自己の勤労観、職
業観を具体的に想
像できるよう取り
組みを行う。 
・生徒一人ひとり
の進路希望の実現
のため、「総合的
な探究の時間」、
教科「職業」等の
充実を図る。 
 
②入学初年度の生
徒に対応するキャ
リア教育実践プロ
グラムに関する研
究会を開催する。 

①説明会や講演
会などを適切な
時期にふさわし
い内容で実施で
きたか。 
 
・非正規雇用希
望 者 は い な い
か。また、進路
実績は就職、進
学ともに希望者
の 90％を達成で
きたか。 
 
②キャリア教育
実践プログラム
の 検 証 結 果 を
「 進 路 の 手 引
き」に反映させ
ることができた
か。 

①新型コロナウイ
ルスにおける制約
が続く中、就職、
進学対応の説明会
を計画実施でき
た。 
・就職活動につい
ては活動の長期化
と内定の減少が見
られた。 
・昨年度に引き続
き、就職希望者の
うち非正規雇用は
いなかった。 
②「進路の手引
き」にキャリア実
践プログラムの検
証を反映させた。 

① 「総合的な探 
究の時間」と「職
業」との有機的な
連関を図りつつ、
勤労観や職業観を
より具体的に育成
できるようにす
る。 
②「基礎力診断テ
スト」の活用法を
見直し、キャリア
教育の中での位置
づけをより確かな
ものとする。 
 

○ 多様化している生徒
の進路希望に対して、学
校はよく対応してくれて
いる。 

  

４ 地域等との協働 

①地域や外部の
諸機関等との連
携を図り、地域
とともに学びあ
う教育活動・学
校運営を行う。 
②教科指導等に
おける連携・協
働を積極的に推
進し、生徒の成
長の見守りと学
校に対する理解
と 信 頼 を 深 め
る。 
 

①新型コロナウ
イルス感染予防
の対策を図った
上での地域との
連携について検
討し、地域とつ
ながる教育活動
に取り組む。 
 
②外部の諸団体
と連携を図り、
教科活動や特別
活動の充実を図
る。 

①生徒の教育活動
が地域の方々に具
体的にわかるよう
ＨＰ等で情報発信
を行う。 
 
 
 
②地域や外部機関
の人材を活用した
学習活動を展開す
ることにより生徒
の成長を促す。 

①生徒の教育活
動についてＨＰ
等で紹介する機
会を増やすこと
で、地域の方に
本校の教育につ
いて理解を得ら
れたか。 
 
②外部の諸団体
との連携を図る
教育活動に取り
組むことができ
たか。 

①ＨＰで 4 科目の
授業について紹介
した。また、生活
体験発表大会の報
告について掲載し
た。 
②港南区の聴覚障
害者協会、社会福
祉協議会、商店会
の方等を講師にお
招きした授業を実
施した。 

①部活動、委員会
活動、行事等の活
動についてもＨＰ
に掲載していく。 
②授業以外の教育
活動についても、
外部の諸団体や地
域の方々との連携
を図っていきた
い。 

○ コロナ禍で地域との
協働は難しくなっている
が、ＨＰ等を活用した情
報発信は重要だ。 
○ 夏祭りや子ども食
堂、めいほう先生など、
コロナ禍で地域との交流
の機会が失われてしまっ
たことが残念だ。そうし
た中でも学校がさまざま
な取り組みをしてくれて
いることに敬意を表した
い。地域として協力でき
ることがあればぜひ声を
かけてほしい。 

  



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 23日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全と
教育環境を確保
し、耐震工事へ
の対応と新校舎
の効果的な使用
方 法 を 策 定 す
る。 
②地域と協働し
た防災体制づく
りと防災教育を
推進する。 
 
 
③事故不祥事防
止を推進し、学
校に対する信頼
を深める。 
 
 
④教員のワーク
ライフバランス
を推進するとと
もに生徒と向き
合う時間を確保
するため組織的
な学校運営と校
務の効率化を図
る。 

①ＩＣＴ器機を
はじめとした施
設設備を有効に
活用し、快適で
安全な学習環境
を整備する。 
 
②地域の防災拠
点と連携した訓
練を実施し、生
徒の防災意識の
向上を図る。 
 
③事故不祥事防
止に向けて啓発
活 動 を 推 進 す
る。 
 
 
④Teams を積極的
に活用し、校務
の情報共有と効
率化を図る。 
 
 
・長期休業期間
中の学校閉庁日
を５日設定する 

①生徒の学習効果
を上げるためにＩ
ＣＴ器機をはじめ
とした設備備品を
効果的に配置す
る。 
 
②地域と協働した
学校防災計画を策
定し、計画的に防
災避難訓練等を実
施する。 
 
③対生徒・対職員
のＳＮＳ活用等に
関する事故防止研
修を実施する。 
 
 
④掲示板やチャッ
トなどの機能を利
用して情報を共有
化し、会議時間の
節約など、校務を
効率化する。 
 
・長期休業期間中
に設定される研修
等の日程調整を行
い、休暇を取得し
やすい環境をつく
る。 

①ＩＣＴ器機を
はじめとした施
設設備を効果的
に配置し、生徒
の学習効果を上
げることができ
たか。 
②計画的に防災
避難訓練等を実
施し、地域と協
働した学校防災
体制づくりがで
きたか。 
③計画的に研修
を実施し、事故
不祥事防止に係
る生徒・職員の
意識を高められ
たか。 
④情報の共有化
を進めることに
よって、会議時
間の節約など、
校務を効率化で
きたか。 
 
・夏季休暇取得
を 促 進 で き た
か。 

①生徒の学習効果
を上げるための設
備備品については
効果的な配置がで
きた。授業での利
用率も高い。 
②新型コロナウィ
ルス感染拡大の影
響により、防災訓
練は限定的な形で
の実施にとどまっ
た。 
  
  
③計画に従って事
故不祥事防止の研
修会を実施した。 
  
④掲示板やチャッ
トなどの機能を利
用した情報の共有
化は進めることが
できたが、会議時
間の節約等、校務
の効率化にはあま
り結びつかなかっ
た。 

①１人１台端末の
活用が始まること
から、設備をさら
に充実させ、視聴
覚器機を全教室に
常備したい。 
 
②地域と協働した
防災訓練は２年間
実施できていな
い。生徒のボラン
ティア意識を高め
るためにも来年度
は是非実施した
い。 
③研修会の形骸化
を防ぐ意味からも
テーマ設定や実施
形態などには工夫
を重ねたい。 
④引き続き Teams
の利活用について
周知を図り、校務
の効率化を進めた
い。また、ペーパ
ーレス化にも取り
組んでいきたい。 

○ ＩＣＴ機器の活用事
例などは中学校などとも
情報を共有し、研究が進
むとよいと思う。 
○ ＳＮＳのトラブルな
ど、事故防止のための教
員研修は重要だ。 

  

 


